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｜　　監修　　｜



　患者さんの多くは，病院に来るとき，医師の診察を受けるとき，
緊張していますし，不安が強いときもあります。特に，検査結果
を聞くときなどは，多くの患者さんがとても不安になるようです．
　看護職が行う医療行為には想像力が重要となります．患者さん
から訴えを聞いたとき，いま何が起こっているかを想像し，患者
さんに何をすべきか，どのように介入すべきか，次にどのような
検査をすべきかを決断しなければなりません．その検査の結果を
正しく理解し，ここでも，何が起こっているか想像し，その想像
から患者さんに何をすべきか準備します．看護師ならばどのよう
なケアを展開しなければならないのか決断します．　
　病院やクリニック、または患者さんのご自宅などの医療の現場
で，検査値の異常に遭遇して理解できないときや不安を覚えたと
き，携帯している本書を活用していただきたいと思います．その
検査値の異常を理解して，目の前の患者さんの病態・健康状態の
理解を深め，適切な医療・ケアを展開して欲しいです．
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① 白血球系

異常値を示す原因（疾患）

白血球数
WBC；white blood cell count1

※ 喫煙，ストレス，激しい運
動などが原因で増加する場
合もある．

熱があるなどの何らかの症状がある場合，日常的に行われる．感
染症や炎症，血液疾患の診断には不可欠な検査．

検体 血液

基準値

3,900～9,800／μL

20,000／μL以上の
高値では
● 急性白血病
● 慢性骨髄性白血病
● 慢性リンパ性白血病
● 真性多血症
● 重症感染症
 など

● 再生不良性貧血，急性白血病などの血液疾患
● 重症感染症，ウイルス感染症
● 抗がん薬投与，薬物投与，脾機能亢進症，無
顆粒球症，放射線照射など

増加が軽度な
場合では
● ウイルス感染症
● 細菌感染症
● 心筋梗塞
● アレルギー性疾患 
 など

基準値より

高値
を示す場合

基準値より

低値
を示す場合
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検査で何がわかる?
●白血球（WBC）は，体内に侵入した細菌やウイルスなどの異物を，貧
食し内部処理・攻撃する働きをしている．さらに白血球は血管内だけで
なく，活動の中心は血管外の組織・間質であるなど，体全体が活動範
囲といえる．
●白血球は，生体防御のうえで重要な役割を担っている．アメーバなど
の原生動物も有している機能のひとつが食作用（異物を貪食する）であ
る．進化した多細胞生物では，食細胞（原始マクロファージ）がその役
を担う．その後，原始マクロファージは，好中球，リンパ球，単球にそ
れぞれ分化した．
●末梢血の白血球は，好中球，リンパ球，単球，好酸球，好塩基球
の5種類のうち40～70%を好中球が占める．数の増減はほとんどが好
中球の変動である．
●白血球は機能別に，大きく以下の3つに分けることができる．
①細菌などを貪食・殺菌する好中球・単球
②免疫をつかさどるリンパ球･単球
③主にアレルギー反応に関与する好塩基球・好酸球
●基準値より高値を示す場合は，体内で何らかの炎症が起きている．と
くに白血球数が20,000/μL以上と高値で，貧血や血小板数減少を伴
う場合は，急性白血病を疑う．
●基準値より低値を示す場合，とくに1,000/μL以下では，無顆粒球
症，抗がん薬や放射線治療による骨髄抑制を考える．

観察・対応のポイント
●白血球数増加の場合は，CRP（C反応性タンパク）やESR（赤血球
沈降速度）などの検査項目も考慮する．
●発赤や腫脹，熱感，疼痛などの炎症徴候，出血の有無と程度をアセ
スメントする．感染症が疑われる場合は，感染部位（巣）を確認する．
●白血球数減少の場合は，赤血球数や血小板数の増減にも注目する．
3,000/μL以下の場合は，肺炎や敗血症などの重篤な細菌感染にか
かりやすいので，感染予防に細心の注意を払う．
●感染症が重症になると，白血球数が低値を示す場合がある． これは，
重篤な感染から防御するために，大量の白血球を消費し，なおかつ産
生することができなくなっていると考えられ，緊急の対応が必要である．
●病院によっては，白血球数，赤血球数，ヘモグロビン濃度，ヘマトク
リット値，血小板数，および，白血球3分類（リンパ球，顆粒球，単球）
と，C反応性タンパク（CRP）がセットになった測定装置も使用されてい
る．診断や治療方針の決定が迅速に行え，微量検体で測定可能である．
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① 白血球系

異常値を示す原因（疾患）

白血球分画
differential count of leukocytes

白血球数の異常値（基準値より高値または低値）が認められたと
きに検査する．白血球分画とは，白血球の各細胞である好中球，
リンパ球，好酸球，単球，好塩基球の5種類について，その割合
を100分率（％）で表したもの．

検体 血液

● 好中球数増加では細菌性感染症，骨髄増殖性
疾患， 自己免疫性疾患，痛風などの炎症性疾患，
内分泌疾患，副腎皮質ホルモンやアドレナリン
などの薬剤投与など．

● リンパ球数増加ではウイルス感染症，慢性リン
パ性 白血病，成人Ｔ細胞白血病，百日咳，伝染
性単核球症など．

● 単球数増加では結核や梅毒などの感染症，急性
単球性白血病，慢性骨髄単 球性白血病，化学
療法の血球回復期，種々の悪性腫瘍，全身性エ
リテマトー デス，関節リウマチなど．

● 好酸球数増加では気管支喘息，アトピー性皮膚
炎，蕁麻疹，慢性骨髄性白血病，寄生虫疾患，
特発性好酸球増加症など．

● 好塩基球数増加では慢性骨髄性白血病，粘液
水腫， 潰瘍性大腸炎，薬剤アレルギーなど．

2

基準値

好中球 40.0～70.0％

リンパ球 20.0～50.0％

単球 3.0～11.0％

好酸球 5.0％以下 

好塩基球 2.0％以下

基準値より

高値
を示す場合
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● 好中球数減少では抗がん薬投与，放射線照射，
再生不良性貧血，脾機能亢進症，重症感染症
の一部，ウイルス感染症など．

● リンパ球数減少では急性 感染症，全身性エリテ
マトーデス，先天性免疫不全症，ＡＩＤＳ，ス
テロイド薬投与など．

● 好酸球数減少では急性感染症，クッシング症候
群など．

検査で何がわかる?
●白血球の種類には，好中球，リンパ球，単球，好酸球，好塩基球が
あり，それぞれの割合を百分率（％）で表したものが白血球分画である．
●好中球と単球は，細菌などを貪食・殺菌する. これらが増加する場合
は，急性感染症や細菌感染症，炎症，悪性腫瘍などが考えられる．
●リンパ球と単球は免疫をつかさどる．これらが減少する場合は，免疫
不全症候群などが考えられる．
●好酸球と好塩基球は，アレルギー反応に関与する．これらが増加す
る場合は，アトピー性皮膚炎や薬剤アレルギーなどが考えられる．

観察・対応のポイント
●好中球数やリンパ球数が減少している場合は，重症感染症が原因か，
重篤な感染症を起こしやすい状態（日和見感染）にある．発熱や痰，咳
などの感染徴候の有無を確認する．
●さらに，皮膚や粘膜の清潔ケアを行うなど，感染の予防に細心の注
意を払う．感染症が疑われる場合は，感染巣・経路を確認する．
●白血球の各細胞の割合とともに，たとえば好中球数が高値で細菌性
感染症が疑われる場合には，CRPや赤沈，胸部Ｘ線検査などのデータ
もみておくなど，関連する検査データを総合的にみて観察する．
●白血球のなかで好中球はとくに，採血後時間が経過するに従い壊れ
やすくなるため，数時間以内に測定することが望まれる．
●健康診断で持続的な白血球の軽度増加を指摘される場合がある．感
染症の所見もなく，血液疾患が否定的な場合，喫煙による白血球数（好
中球数）増加の可能性もあるので，喫煙の有無の確認が必要である．1
日40本吸う人の平均好中球数は正常人の２倍近くになるといわれている．

※ 白血球の種類ごとの増減で原因が異なる．

基準値より

低値
を示す場合




